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小学校国語科教材の国語学的分析
｢やまなし」の場合一
三宅清
１はじめに
副題の「やまなし」は言うまでもなく富沢震治の作品であり、散文でありながら、詩
的な性格が強い。したがって、あまり細かな点まで踏み込むことなく、その不思議な世
界に触れればよいといった読み－解釈がなされてきた感は否めない。たとえ文学作品
で、詩的な要素の強いものであっても、解釈の仕方は何通りあってもいいわけではなく、
自ずとその幅は決まってくるはずである。対象が小学校６年生という、いわゆる高学年
であれば尚更と言える。従来、その解釈に揺れが大きかったのは、一つにはいわゆる文
灌R
学的な方法に拠ることが多かったからだと思われる。そこで本稿では、前稿でt)試みた
が､今まであまり試みられて来なかった国語学の手法を用いて本作品を分析してみたい。
国語学の手法と言っても様々あるが、本作品全体を覆っている色彩語を中心に分析を進
注Zめていく。教材は光村図譜から出版されているものを使用し、後で同社から出版されて
涜3いる学習}旨導謬にも触れる。本作品は、簡単な序文と結文の他は大きく五月と十二月の
記述から構成されている。
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２五月について
先に触れた簡単な序文とは
小さな谷川の底を写した、二枚の青い幻灯です。
という一文である。五月も十忌月も「青い幻灯」を通して見た風景であるから、「青」と
いう色と「幻灯」＝「光_|は基調を成している。例えば五月冒頭に
二ひきのかにの子供らが、青白い水の底で話していました。（ｐ４）
と「謙白い」とあり、十杲月にも
……天井では、波が青白い火を燃やしたり消したりしているよう。（p、１２）
と同じく「青白い」とある。「光ｊも同様である。
最初、丘二ひきのかにの子供たち（兄弟）の話から始まる。その会話の中で「クラムポ
1５
ン」という生物らしき物が出てくるが、このクラムポンについてはそれが何なのかは該
濾４灘教科脅欄外注では不明としている。最初lま
「クラムポンは笑ったよ｡」「クラムボンはかぶかぷ笑ったよ｡」（p,４～p､５）
などとクラムポンは笑っている。ところが、ｐ６では
「クラムボンは死んだよ｡」「クラムボンは殺されたよ｡」
などと記述されている。その問に何が起こったのだろうか。関係があると思われる記述
としては、
つうと銀の色の腹をひるがえして、－ぴきの魚が頭の上を過ぎていきました。
が挙げられる。ここでは魚の腹の色「銀の色」に注目しておきたい。前掲のクラムポン
の死などの記述の後、
魚がまたつうともどって、下の方へ行きました。（p､６）
とあり、その後、またクラムポンが笑ったという記述がある。そして、その後、
にわかにぱっと弱る<なり、日光の黄金は、夢のように水の中に降ってきました。
波から来る光のあみが、底の白い岩の上で、美しくゆらゆらのびたり縮んだりし
ました。あわや小さなごみからは、まっすぐなかげの棒が、ななめに水の中に並ん
で立ちました。（p､７）
と、「日光の黄金」という表現が使われている。この辺はいわゆる平和な世界を描写した
部分である。日光は前述したように、本作品の基調の一つである光を表しているので、
ここで特筆することではない。むしろここで注目したいのは「黄金」という色彩語であ
る。ｐ、７に
魚が、今度はそこらじゅうの黄金の光をまるっきりぐちゃぐちゃにして、おまけ
に自分は鉄色に変に底光りして、また上の方へl為りました。
という一文があり、そこに見られる黄金の光という表現は、ｐ､７の平和な世界の象徴で
ある。それを「くちゃくちゃにし」た魚は平和な世界を乱す、単純に言えば、悪い存在
と雷える。その魚に対して、上掲のように「鉄色」という色彩語を使っている。黄金一
金色に対して､前述の魚の腹の色=銀､そして鉄色という色の対立があるのではないか。
換言すれば、金色＝明、平和（善)、銀、鉄色＝晴、恐怖（悪）とも見ることができる。
すると、悪い存在である魚がかにの頭の上を過ぎていった（魚が自分たち＝かにの子供
たちに一瞬近づいた）後に、クラムポンが「笑った」から「死んだ」に変化し、魚が下
の方へ行った（魚が自分たち＝かにの子供たちから遠ざかった）後、クラムポンが再び
｢笑った」とある。以上のことを勘案すると、何を指すのかが不明なクラムポンは平和な
世界の象徴なのではないか。
ところが、ｐ,８では、それまで活発に動いていた魚が異なった行動を見せる。
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そのお魚が、また上からもどってきました。今度はゆっくり落ち着いて、ひれも
尾も動かさず、ただ水にだけ流されながら、お口を輪のように閂<してやって来ま
した。そのかげは、黒く静かに底の光のあみの上をすべりました。
上の記述から、静かな動きが見られるとともに、色彩語としては3行目の「黒く静かに…
…」の「黒い」に注目したい。黒は前出の銀、鉄色とも通じ、階であり、悪の象徴であ
る。上の記述の直後に、魚の異変に気付いたかにの「お魚は…･…･…･」という会話があ
り、その後、その魚が黒ではなく対照的な「白」で表されている。その部分を長いが引
用する。
そのときです。にわかに天井に白いあわが立って、青光りのまるでぎらぎらする
鉄砲だまのようなものが、いきなり飛びこんできました。
兄さんのかには、はっきりとその青いものの先が、コンパスのように黒くとがっ
ているのも見ました。と思ううちに、魚の白い腹がきちっと光って一ぺんひるがえ
り、上の方へ上がったようでしたが、それっきりもう青いものも魚の形も見えず､光
の黄金のあみはゆらゆらゆれ、あわはっぶつぶ流れました。
引用した部分を簡単に纏めると、今までの魚ではない何者力､がいきなり飛び込んできて、
魚が上の方へ上がっていったきり、見えなくなったということである。その記述から、
その何者かは､魚を追いやる程の存在だということが分かる。ここでは河じ魚に対して、
前述のP6のような「銀の色の腹jではなく「白い腹」と、白を使っている。それに対し、
何者力､に対しては「コンパスのように黒くとがっている」と、黒を使っている。白と黒
であれば、前からの色の使い方から考えると、単純には嵩は明＝善、黒は婚＝悪と言え
よう。何者力､の出現までは、かにの子供たちの立場からは、魚が最も恐ろしい存在であ
ったが、それよりも一段と恐ろしい存在となったということであろう。したがって、相
対的に、魚は銀から釘へと色彩語の使い方が移行したと思われる。この何者かが「かわ
せみ」であることがすぐ後の父のかにの言葉から分かる。引照した部分でも、「かわせ
み」に対しては、色$彩語ではないが、「ぎらぎらする鉄砲だまのような」「コンパスのよ
うに……とがっている」という冷たさや鋭さ（恐ろしさに通じる）を表す比噛表現が照
いられている。
かわせみが去った後、怖がっている子供のかにを、父のかにが安心させた場耐で「白
い」かばの花びらが流れてくる｡
あわといっしょに、宮いかばの花びらが、天井をたくさんすくってきました。（p，
１０）
かばの花びらは元々一般的に色としては白であるが、ここで敢えてかばの花びらを用い、
さらにその上に分かりきった「白い」という色彩を表す修飾語を冠したのは、作者が無
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作為に行ったのではなく、意味のあることと思われる。
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十二月は、一般に五月に比べると、全体に平和な世界を描いていると言われるが、そ
れは十二月菅頭の描写からも伺える。
白いやわらかな丸石も転がってき、小さなきりの形の水晶のつぶや金雲母のかけ
らも、流れてきて止まりました。（p，１１）
第悪童の五月で「白」「金ｊは、「黒」「銀」などに比べて明＝善、平和などを表すと述べ
たが、上掲の一文の中には、「白い」「金雲母」などが使われている。付言すれば、「やわ
らかな丸石」の「やわらかな」「丸」も、五月のかわせみの描写で見られた「ぎらぎらす
る」「とがっている」とは対照的な正にやわらかさを表す表現である。「水晶のつぶ」の
形容も「小さなきりの形」であり、「きり」という尖っているものを使っているが、「小
さな」であり、『っぶ」というやはり小さなものとして表現していて、「かわせみ」の場
合とは異なる。
その後、かにの子供たちの会話が続くが、五月に比してその会話の篭が多い。それは
取りも直さず十二月が五月より平和なこともあるが、かにの子供たちがその間に成長し
たことも挙げられる。
かにの子供らはもうよほど大きくなり、底の景色も夏から秋の問にすっかり変わ
りました。（p'１１）
前述の会話の後に、十二月の中では唯一と言っていい程の緊張した場面がある。
そのとき、ドブン。
無い丸い大きなものが、天井から落ちてずうっとしずんで、また上へ上っていき
ました。きらきらつと黄金のぶちが光りました。（p，１４）
この直後、
「かわせみだ｡」
子供らのかには、首をすくめて言いました。
という記述が続く。かにの子供たちは、落ちてきた物がかわせみだと瞬間的に`思ったの
である。しかし、子供たちにとって、それがかわせみではなく「やまなし」であること
がそれに続くかにの父の発話から分かることになる。上掲の何か（やまなし）が落ちて
きた場面に、その時の子供たちの不安な気持ちとともにそれがかわせみのような恐怖の
対象ではないということが表れている。落ちてきた物について、「黒」と、晴や恐ろしさ
を表す色彩語を用いているが、その－箇所だけで、それがr供たちの不安な気持ちを表
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していると言える。それも「ドブン｡」と落ちてきた直後である。そして、「黒い」に続
いて「丸い」という、色彩語ではないが、黒とは対照的な、やわらかさを表す語が用い
られている。また、落ちてきた物に対して、「黄金のぶち」と、「黄金」という五月では
明＝平和を表す色彩語が使われている。これは前述のように、落ちてきた物が恐怖の対
象ではないということを表している。十二月中、唯一と言っていい緊張した場面である
が、用いられている表現から、結局はそれ程でもないということが分かる。
その後、落ちてきた物がやまなしだと分かり、親子のかにはやまなしの後を追ってい
く。その様子は
その横歩きと、底の黒い三つのかげ法師が､合わせて六つ、おどるようにして、や
まなしの円いかげを追いました。（p、１５）
三匹のかにについて、初めて「黒い」と、黒という色彩語が使われている。今まで見て
きた限りでは､黒は暗＝恐怖を表す｡ここではやまなしから見ると､自分をあわよくば
取って食べようとしている三匹のかには、恐怖の対象である。しかしながら、黒いが修
飾しているのは「三匹のかに」ではなくＥつのかげ法師」である。しかも「三つのか
げ法師が、合わせてZと＝ｊと、黒で表されている対象が暖昧にされている。したがって、
この場iiiにおいて、かに（の子供たち）は五月のかわせみのように明確な恐怖の対象と
して描かれているのではなく、黒で表される一面も持つようになったということであろ
う。そして、ここに、これまで魚、かわせみなどに恐怖を感じていたかにの子供たちの
変化が看取できる。十二月の冒頭に「かにの子供らはもうよほど大きくなりｊと書いて
あるように、かにの子供たちはかなり成長し、襲われる（食べられる）側から襲う（食
べる）側へと移行したのである。付言すれば、もちろん、やまなし自体の形態が円いと
いうこともあろうが､追われているやまなしは、「円い」というやわらかさを表す形容が
なされている。そして、やまなしを食べようとしているかにの子供たちに対し、父のか
にが
「待て。待て。もう二日ばかり待つとね、こいつは下へしずんでくる。それから、ひ
とりでにおいしいお酒ができるから。さあ、もう帰ってねよう。おいで｡」
親子のかには章びき、自分らの穴に帰っていきます。（pl5～p，１６）
というように諭して帰る。その後次のような記述が続く。
波は、いよいよ青白いほのおをゆらゆらと上げました。それはまた、金剛石の粉
をはいているようでした。（p、１６）
金剛石は「金」という色彩語が含まれている。金は前述のように明＝平和の象徴である。
この場面で金が使われているのは、前述のように、かにはやまなしを食べるのを一時的
にでも止め、かににとっても、上掲の父の言葉から分かるように、やまなしがおいしい
…
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鎖本節では、前節までの色彩語のおおまかな分析を踏まえて、未だに触れていない他の
箇所について述べてみたい。五月の冒頭で
扉ひきのかにの子供らが、青白い水の底で話していました。（ｐ４）
とあるが、「青白い」－「白い」という色彩語が使われている。臼は今までの分析からは
明＝平和を表す。その後、「クラムポンが笑った」という記述が続く。一方、
上の方や横の方は、青く暗く鋼のように見えます。（ｐ５）
ここでは「鋼」が使われている。鋼自体は色彩語ではないが、前に触れた「銀」「鉄」と
同様、暗＝恐怖を表すと思われる。鋼の前に「暗くｊとあるのもそれを示している。前
掲の「青凹い」は「水の底」の描写である。鋼の方は、「上の方や樋の方」である。上の
乃については
そのなめらかな天井を、つぶつぶ暗いあわが流れていきます。（ｐ５）
｢暗いあわ」と、「暗い』という語が使われており、また、かにの子供たちがあわをはく
場面でも
かにの子供らも、ぽつぽつぽつと、続けて五、六つぶあわをはきました。それは、
ゆれながら水銀のように光って、ななめに上の方へ上っていきました。（p、５～p，
６）
｢水銀」と、「銀」という色彩語が用いられている。以上は五月の記述であるが、そこか
ら言えるのは、水の底は明＝平和であり、上の方は暗＝恐怖ということである。それは、
かにの子供たちにとっては、自分たちが知ることができるのは、水の底だけであり、上
の方は恐怖にも繋がりがちな未知の世界だからであろう。
また、かわせみが初めて現れた場面での描写で
I1iiiLl2のまるでぎらぎらする鉄砲だまのようなものが、いきなり飛びこんできま
した。兄さんのかには、はっきりとその萱いもＱの先が、コンパスのように黒くと
がっているのも見ました。と思ううちに、魚のぢい腹がきちっと光って一ぺんひる
がえり、上の方へ上ったようでしたが、それっきりもう青いものも魚の形も見えず、
･･････（p､８～p,９）
かわせみに対して下線部のように「青光り」「青いもの」と、「青」という色彩語が使わ
れている。第一節で触れたように干欝は本作品の基調を成す色彩語である。その青がそ
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のまま反映しているということは、そのもの自体は透明で、すなわちそれが何なのか分
からない物として描かれていると言えるのではないか。それは、かににとって何なのか
分からない不気味な存在であるが､前述のように「コンパスのように黒くとがって……」
と黒いという色彩語が使われていることから、少なくとも恐怖の対象ではあるというこ
とだろう。
それは、かにの子供たちが父のかにに、かわせみのことを話す発話にも表れている。
「青くてね、光るんだよ。はじが、こんなに黒くとがってるの。･･･…」（ｐＢ）
今まで述べてきたように、黒は暗＝恐怖、白は明＝平和というおおまかな使い分けが
見られたが、五月で、魚とかわせみに関して次のような描写がある。
そのお魚が、また上からもどってきました。今度は蝿亘魚、薪重着!.).鷺、ひれも
尾も動かさず、ただ水にだけ流されながら、お口を輪のように鱒くしてやって来ま
した。そのかげは、黒く静かＩ勇底の光のあみの上をすべりました。
「お魚は…………｡」
そのときです。にわかに天井に｣堂l上上あわが立って、青光りのまるでぎらぎらする鉄
砲だまのようなものが、.いき蕊．､飛びこんできました。（p､８）
前にも触れたように、この場面では、かにの子供にとって、それ以前とは変わって、魚
よりもより恐い存在としてかわせみが描かれている。したがって、魚に対しては明を表
す色彩語が使われており、鯛対的に、かわせみに対しては晴を表す璽彩語が使われてい
るという趣旨のことを述べた。ところが、ここでは逆の使われ方が成されている。すな
わち、下線部のように、魚に対して窯が用いられ、かわせみに対して白が用いられてい
るということである。このことをどのように解釈したらよいか。白は明るさを表すと述
べた。明るさは本作品においては平和な世界(状況)を表すと言えろ。しかしながら、少
し見方を変えると、明るさは「勢いのよさ」にも通じるのではないか。逆に、黒が表す
暗さは「勢いのなさ」に通じるとも言えるのではないか。魚の勢いのなさは、もちろん
自分より強大なかわせみの存在による。上掲の場面は魚とかわせみが相対的に表されて
いる。魚の勢いのなさを表す表現としては、同じ場面で、今触れた色彩語の他に波線部
の「静かに」「ゆっくり落ち着いて」などが照いられている。一方、かわせみの勢いのよ
さを表す表現としては、色彩語の他に、波線部の「にわかに」「いきなり」などが用いら
れている。
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［
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文
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榊
逃
５学習指導書の扱い
光村副書の学習指導書を見ると、下に示したように、五月は「恐怖の世界｣、十二月は
｢平和な世界」と分けて書かれている（三宅が施した表中下線部)。
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＋ニノ
やまなしの落下により平和な世
界となる谷川の情景
かにの兄弟があわの
はき比べをしている
月の明るい情景
五眉
かわせみの出現により変
化していく谷川の情景
ﾗｸﾑﾎﾞﾝと魚が動
きまわる楕景
場
面
ｃ
〃
仁
玄
和
州
旧
．
こ
わ
て
お
し
ま
＃
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←
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王
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り
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厨
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月
光
波
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た
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消
し
た
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波
の
音
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て
く
る
だ
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の
と
き
、
ド
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ン
。
血
黒
い
丸
い
大
き
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の
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う
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し
ず
ん
で
、
ま
た
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き
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と
黄
金
の
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光
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ま
し
た
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ま
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〉
．
ぽ
か
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流
れ
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く
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サ
ラ
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は
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っ
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っ
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光
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ま
り
波
は
、
い
よ
い
よ
背
白
い
ほ
の
お
を
ゆ
ら
ゆ
ら
と
上
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い
る
よ
う
(平和な世界〉
きひおたよ
るといろく
かりしう熟
らでそ閨し
L2にうて
おだい
いねる
し、。
いおい
お父い
酒さに
がんお
でどい
(冷たい水の底）
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：、 (水面）？
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つ
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ｊ底
の
水
い
白青く
「
ク
ラ
ム
ポ
ン
は
笑
っ
た
よ
。
」
（
か
ぶ
か
ぷ
、
は
ね
て
）
「
ク
ラ
ム
ポ
ン
は
死
ん
だ
よ
。
」
「
殺
さ
れ
た
よ
。
」
「
ク
ラ
ム
ポ
ン
は
笑
っ
た
よ
ど
『
取
っ
て
る
ん
だ
よ
。
」
ま
る
で
声
も
出
ず
、
届
す
く
ま
っ
て
ｊ
「
お
父
さ
ん
、
今
、
お
か
し
な
も
の
が
来
た
よ
。
」
「
か
わ
せ
み
と
い
う
ん
だ
。
だ
い
じ
よ
う
ぶ
だ
簿
安
心
し
ろ
。
」
「
ご
ら
ん
、
き
れ
い
だ
ろ
う
。
」
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小学校国語科教材の国語学的分析
謬
鋲
敷
弼
強
蔦
吟
争
乾既述のように、確かに五月は、かにの子供たちにとって恐怖の対象である魚やかわせみ
が出てき、十二月はそれらがいなくなり、代わりにかにの子供たちにとって、襲う（食
べる）対象であるやまなしが出現するので、そのように分けられるかもしれない。しか
しながら、五月と十二月を全く別の世界として扱うべきなのだろうか。本作品の題名は
｢やまなし」であるが、具体的にやまなしが出てくるのは十二月で、五月、十二月を通し
て現れているのは「かに」である。前にも多少触れたが、このかにの成長を考慮に入れ
なければいけないだろう。色彩語に関して言えば、十二月の初めの場面と終わりの場面
とで、同じように波についての表現であるが、変化が見られる。
その冷たい水の底まで瀞ラムネのびんの月光がいつぱいにすき通り、天井では､波
が青白い火を燃やしたり消したりしているよう。（p、１１～p､１２）
誹
缶
縛
徽
学
騨
濟
蕊
●
難
芝
鴛
時
波は、いよいよ青白いほのおをゆらゆらと上げました。それはまた、金剛石の粉
をはいているようでした｡（十二月)の16）
上掲のように、二つの場面とも「青白い火」「青白いほのお」と類似した表現が瀦いられ
ているが、初めの場面では単なる「火」なのに対し、終わりの場面では「ほのお」にな
っている。また、初めの場面では火は｢燃やしたり消したりしているよう」とあるが､終
わりの場面ではほのおは「ゆらゆらと上げました」とある。単なる火よりもほのおの方
漬Ｓが燃えさかる勢いが感じられるし、初めの場面でIま、火は燃やしたり？尚したりとあるよ
うに、必ずしもずっと燃えている訳ではない。それに対し、終わりの場面ではほのおは
上げているとあるように、上に向かっており、そこにも勢いが感じられる。今ここで言
う勢いとは、生命力を表しているのではないか。それは取りも直さずかにの子供たちの
生命力と考えられる。初めの場面では､子供たちは､五月より成長はしているものの、ま
だその後、やまなしが落ちてきた時に怖がるなど、幼い。それに対し、終わりの場臓で
はやまなしを追いかけるまでになるという真の成長が見られる。すなわち、換言すれば、
それだけ生命力が旺盛になったと言える。一般的には五月の方が十二月より生命(生物）
の活動が活発と捉えられるが、それは五月の方が登場する物が多いのと春（初夏）と冬
という違いから言われているのであろう。しかしながら、上述のように、個々の表現を
見ると一般的に言われていることと反対のことも指摘でき、それは、本作品の中心を成
すかにの子供たちの成長という連続性も考えないと、顕在化しない。
繰り返すことになるが、Ｈｉ:月と十J采月を単純に分けて考えるのではなく、その連続性
も考えなくてはならないのではないか。学習指導聾のように分けて考えると、そのよう
な連続性は見えてこないであろう。
２３
聯〉
然
騨
…
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驫
獣
驚
窺
酷
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鞍
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騨
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孝
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）
鷲
騨
琿
浮
乾
６付言一題名「やまなし」について
本節で触れることは、副題の国語学的分析、特に色彩語に注目した分析とは、直接関
係はないが、今まで本稿で触れてきたことから本作品の題餐「やまなし」について言及
してみたいと思う。本作品において、「やまなし」は決して中心的な存在ではない。十二
月の後半部に初めて出てくる程度である。その出現頻度から言えば､題名は､例えば｢か
わせみ」でもよかったはずである。また、前述のように、五月、十二月を通して出てく
る物としては「かに｣があるので、『かに」でもよかったはずである。それが何故「やま
なし｣なのであろうか｡ちなみに学習指導響には、次のように霧かれている。
題名「やまなし」は、十二月（第二話）に出てくる果実やまなしからつけられた
ものである。しかし、題名「やまなし」は単に植物の実、やまなしではない。かに
の親子を喜ばせ、後を追わせ、明日に希望し、明曰を約束するやまなしなのである。
⑩18）
しかしながら、上述したように、やまなしは作品中、中心的な存在ではない。第五節で
も触れたように、本作品の一つの中心崎なテーマとしてかにの子供の成長があり、それ
が魚、かわせみなどから襲われる存撤からやまなしを襲う存在という変化で表されてい
るとすれば、やまなしは正にかにの子供の成長の象徴とも言える。それで全体を覆う題
名として「やまなし」なのではないか。
尭
弾
坪
少
漁
７おわりに
以上、従来、詩的要素が強いため、内容の把握よりも物語全体を通して何となく感性
を磨ければよいという位置づけがなされてきた感が強かった「やまなし」について、で
きるだけ厳密な分析をという意味で、言葉にこだわった国語学鮒分析を行った。鴬葉と
いっても様々なので、本稿では、本作品全体に捗って用いられている色彩語を中心とし
て分析を行った。色彩語が飛いられている箇所すべてに触れられた訳ではないが、特徴
的な箇所には触れたつもりである。その結果､学習指導襟などでは、五月と十二月とは、
従来、恐怖の世界、平和な世界と分類されているが、それが色彩語にも反映されている
こと、また、それを基に考えると、五月と十二月とを単純に分けて考える（教える）だ
けではなく、「かにの子供たちの成長」という連続性も含めて考慮すべきではないかとい
うことを提言したい。
２４
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小学校睡語科教材の国語学的分析
)王
１「小学校国語科教材の国語学的分析一「大造じいさんとがん」の場合一」（｢国士舘大学文学部
人文学会紀要」第33号、２０００．１２）
２国語六下希望（2000.6）
３小学校国語学習指導番６下希望（2000.2）
４「作者が作った言葉。意味はよく分からない｡」とある。（注２，ｐ４）
５小学館の『日本国語大辞典』（第二版）では、「ほのおｊについて、『赤く燃えたつ火｡ｊと記
識
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